
〔離任者〕  

〇教    頭    木口 修       昭和五つ星学園へ 
〇養護教諭    佐能  里菜    倉敷市立川辺小学校へ 
〇再任用      本田 和明     総社市立常盤小学校へ 

  〇講    師    岩村 知恵     東京都の小学校へ 
  〇特別支援教育支援補助員  末岡 貴子     退職 
  〇業務アシスタント     綱島 有美     退職 

 

 

〔着任者〕  
〇教    頭    関川 陽子     総社市立常盤小学校より 
〇教    諭    吉岡 真       倉敷市立長尾小学校より 

      〇養護教諭    米山 志歩     倉敷市立上成小学校 
〇講    師    伊藤 有希     総社市立山手小学校より 
〇講    師    木村 雅子     吉備中央町立吉川小学校より 
〇講    師    那須 俊幸     総社市立常盤小学校より 
〇特別支援教育支援補助員  原田 優子     総社市立常盤小学校より 

 〇業務アシスタント     竹内 佳美     総社市立常盤小学校より  

阿曽小学校 学校だより 

     令和７年４月 

     № ２６９ 

     現在児童数 １1９名 

（地域版） 

４月７日（月）に始業式がありました。阿曽小学校校舎は子どもたちの笑顔の花で満開になり、新担任との生
活がスタートしました。また、１０日（木）には１年生１７名を迎え、阿曽小学校の児童数が 11９名となりました。入
学式の次の日の朝から早速１年生の教室に行き、１年生といっしょに遊んだり、本を読んであげたりする６年生
の姿にリーダーとしての頼もしさを感じました。また、登校班の班長さんは、１年生が歩くスピードに気をつけて登
校してきます。安全に交通ルールを守って登下校してほしいと思います。お気づきのことがあれば、小学校へご
連絡ください。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

○教職員の異動について 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○本年度よりコミュニティ・スクールを導入します 

 コミュニティ・スクール（学校運営協議会制度）は、学校と地域住民等が力を合わせて学校の運営に取り組む

ことが可能となる「地域とともにある学校づくり」への転換を図るための有効な仕組みです。 

 コミュニティ・スクールでは、学校運営に地域の声を積極的に生かし、地域と一体となって特色ある学校づくり

を進めていくことができます。学校・地域がパートナーとなり、幅広い地域住民の参画を得ながら、地域の未来を

担う子ども達をともに育てていく「地域とともにある学校づくり」を進めていくことが重要視されています。 

  「地域の子ども達を地域で育てる」という合言葉のもと、さらに様々な形で子ども達の成長を支えていただけ

ますと幸いです。ご協力のほど、どうぞよろしくお願いします。 

 

 
 

○令和７年度 学校行事・PTA活動についてのお知らせ 

 

◆運動会       … 令和７年５月２４日(土)  

 

◆PTA資源回収… １回目：令和７年 5月１１日(日)  

                     2回目：令和７年１０月１９日(日) 

                        3回目：令和８年  ２月 １日(日)  

 

 

○阿曽小学校で大切にしていることについて 
 

阿曽小学校では、今年度も次の三つの玉を磨くことを重点にしています。 

◎ねばり玉 

「我慢する力、あきらめずにねばりづよく 

頑張ろうとする力」 

◎見つけ玉 

「自分で問題点を考え、解決策を考えて 

実行する力」 

◎しんせつ玉 

「人の気持ちを考え、思いやる心と 

感謝する心を持ち、実践する力」 
 

日常の学校生活や様々な教育活動の中でこれら３つの玉に磨きをかけていきたいと思います。阿曽小学校の

子どもたちは、阿曽地域の皆様に慈しまれ、大切に育まれています。周りの皆様への感謝の気持ちを忘れず、地

域を誇りに思い、よい伝統や文化をつないでいく子どもたちをこれからも育てていきたいと思います。今後とも

皆様のご理解とご支援をどうぞよろしくお願いいたします。 

きのじょう

 

 
 

あいさつとよい言葉

遣いで 

心通わせ力合わせる 

しんせつ玉 

思考・創造 

自律・忍耐 

最後まで 

続けてがんばる 

ねばり玉 

自分で考え 

進んで発見 

みつけ玉 

思いやり・感謝 

いつもありがとうございます。 
ご協力の程よろしくお願いいたします。 

配付紙面には記載あり 

 
配付紙面には記載あり 



             
 

 

どの阿曽っ子もしゃべりません。聞こえるのはほうきで掃く音、机を 

運ぶ音、 ぞうきんを洗う音だけです。１年生から 6年生まで自問掃除 

の時間は３つの玉を磨く時間と考え、自問しながら掃除に取り組んで 

います。  

自問清掃は、清掃を教材として、「心の成長をねらう」教育です。 

つまり、清掃は自分の心を磨く時間と考え、場所をきれいにすることを 

一義的な目的とはしません。そして、従来の教育とは正反対に、「褒めない、叱らない、比べな

い」ように努めます。 このような取り組みを通して、子どもたちは自らを問いながら、  ねばり強

さ、気働き、創造性、感謝の心、正直な心といった道徳性を高めていきます。 

 

 
 
 
 
 
 
 

阿曽小学校伝統の「自問掃除」 地域のみなさん ありがとうございます 

４月１5 日（火）の９：００～１０：００に、環境ボランティアの方々が運動場の草刈りや

学校園の花の手入れをしてくださいました。一生懸命取り組んでくださったおかげ

で、とても気持ちのよい阿曽小学校の運動場が戻ってきました。 

きれいになって気持ちがいいなあ♪ 

そうじが始まるまでには集まって、静かに待と
う。（ねばり玉） 

黒板に引っ付ける磁石もチョークの粉でこんなに
汚れているんだね。きれいにふこう。（見つけ玉） 

トイレは汚れているけど、みんなが気持ちよく
使えるようにきれいにしよう。（見つけ玉） 

みんなが出入りする下駄箱はとても汚れている
からたいへんだなあ。（ねばり玉） 

４月１６日（水）は、「聞いてみない会（読み聞かせボランティア）」の方々にお世話に

なりました。低学年だけではなく高学年もとても楽しみにしています。 

いつもいろいろなお話をして

くれて楽しいな。 


